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光量子情報処理の研究を原理検証段階に留めず、光量子コンピューターの実機開発まで視野に入れ

たとき、手動によるアライメントが要求される自由空間ベースの実験系[1]ではなく、ファイバー系に

移行しアライメントフリーにすることが得策である。一部ファイバー系で実装した例では[2]があるが、

ファイバー系では位相ゆらぎ、偏光ゆらぎ、ファイバービームスプリッタの分岐比の変動といった新

たな不安定要素が作用し、長時間安定を保つことは容易でない。本研究では位相ゆらぎに対してはフ

ァイバーストレッチャー(FST)を製作し、その FST が有する共振ピークをフィードバックループ内の

FPGA(Field Programmable Gate Array)で除去することで制御帯域を広帯域化し、自由空間ベース実験

で実証されていた技術[3]をファイバー系でも適用可能にした(図 1(a))。偏光ゆらぎに対しては新たな

低光損失の偏光制御手法を発明し実装し、また、高速で最適偏光状態へ収束させる方法を考案した(図

1(b))。さらに、ファイバービームスプリッタの分岐比の変化に対しては温度による安定化を行った。

以上の制御を自動化することで数時間程度安定な 1 次元クラスター状態生成系のファイバーベース化

を実現した。 

 

Fig 1 (a) Broadband control with FST and FPGA. (b) Invention of a new method for polarization fast control (on 

the Poincaré sphere). 
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